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論 文 の 内 容 の 要 旨

　本論文は，高性能並列計算機向けのマイクロプロセッサにおいて，プロセッサ内にソフトウェア制御可能

なオンチップメモリを搭載したアーキテクチャを想定し，これをバス結合型マルチプロセッサに適用すると

共に，さらに科学技術計算向け加速機構を追加した場合のプロセッサ電力及び性能をシミュレーションによ

り評価している。大規模並列システムに適用した場合に求められる，低電力かつ高性能なプロセッサアーキ

テクチャとして，マルチプロセッサ対応の本提案アーキテクチャが，従来のプロセッサに比べ，極めて高い

電力性能を実現可能であることを，詳細な計算機シミュレーションにより評価し，典型的なべンチマークプ

ログラムにおいてこれを示した。

　提案するオンチップメモリアーキテクチャは，プロセッサ外のメモリに対するアクセスを最小化し，バス

アクセスに伴う電力を小さくすると共に実効演算性能を引き上げる。加えて，ベクトル型及び SIMD型の数

種の加速機構がプロセッサに追加された場合のプロセッサ全体の消費電力と性能を，近い将来想定される省

電力デバイスで予想されるパラメータを基にシミュレーション評価し，ベストケースでは現在のプロセッサ

の 10 倍程度の電力当たり性能が達成可能であるという結論を得た。

審 査 の 結 果 の 要 旨

　プロセッサに搭載する加速機構の種類と，オンチップメモリアーキテクチャの整合性に関する考察が必ず

しも十分でないこと，また従来のキャッシュ方式との対比を完全にするためにはベクトル加速機構とキャッ

シュの組み合わせをシミュレーションし，これと提案方式とを比較すべきであるが，前者のモデル構築が困

難であるためそこまで踏み込んだ比較が行えていない点等が問題点として挙げられる。しかし，全体として

は，詳細なシミュレーションによるベンチマーク評価が実現されており，将来の高性能プロセッサのあるべ

き姿の一つを明確に示している点等が評価できる。

　よって，著者は博士（工学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。


